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牛群検定情報における泌乳と繁殖の関係

生田健太郎'・山口悦司移

要約

兵庫県内の牛群検定農家で経産牛頭数 10頭以上の 240 および 305臼補正乳量のデータを有

する乳牛5，338頭を対象として，泌乳成績と繁殖成績の関係について検討した.

l 経産牛 l頭当たりの年間乳量が8，000kg以上の高泌乳牛群とそれ未満の一般牛群の繁殖成績を

比較したところ，高泌乳牛群の方が平均初回授精日数で8日，平均空胎日数で 16日，平均分娩

間隔で 14日と有意に粗かった.

2 305日補正乳量が 10，000kg以上の高泌乳牛とそれ未満の一般牛の繁殖成嬢を比較したところ，

高泌乳牛の方が授精回数は有意に多く，空胎日数で 22日，分娩甥陥で訪日と有意に長かった.

3 対象牛群を繁殖成績により 2群に分け，泌乳成績を比較したところ，平均初白授精日数 80日

以内の牛群で，平均乳脂率が有意に低かった.

4 対象個体を繁殖成績により 2群に分け，泌乳成績を比較したところ，空胎日数 100日以内また

は分娩間踊380El以内の個体群では， 305日補正乳量，乳脂量，乳蛋白質量がそれぞれ有意に低

かった.また，分娩間関 380日以内の個体群では，乳蛋白質率が有意に高かった.

Relationship between Milk Production and Reproduction 

in The Records of Dairy Herd Test 

Kentaro IKuTA and Etuji YAMAGUCHI 

Summary 

Data on 240 herds and 5，338 cows of the Dairy Herd Test in Hyogo prefectural for clarifi-
cation of this rilationship. 
(1) Herds were divided into 2 group based on milk yield， a high group， over 8，000kg/head/ 
year and an average group， under 8，000kg/head/year. In the high group， the mean of days 
to first service (8-d)， the mean of open days C16-d) and the mean of calving intervals (14-d) 
were significantly shorter than the average group. 

(2) Cows were divided into 2 group by the milk yield on 305-d correction， a high group， over 
10，000 kg and an average group， under 10，000 kg. In the high group， the number of insemi時

nation for. conception was significantly more than the average group， the open days C22-d) 
and the calvinginterval (12-d) were significantly longer than the average group. 

(3) Herds were divided Into 2 group by the reproductive performance for compared milk pro嶋

duction. In herds which mean of days to first. service were under 80.・.d，the percent of fat 

was significantly lower than the herds of over 80-d. 
(4) Cows were divided into 2 group by the reproductive performance for compaτed milk pro-

duction. In cows whose open days were under 100-d and whose calving intervals under 380-d， 
the milk yield (305-d correction)， fat， and protein were significantly less than the cows of 

over those days. In the cows of under 380-d in the calving interval， the percent of protein 

was significantly higher than the cows of over that days. 
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精回数(以下平均授精回数と呼ぶ)，平均~胎日数，平

均分娩鵠隔の 4寝自を採用した.個体の知直成績として，

空胎臼数，授精回数，分娩鶴橋の 3現臣を採用した.た

だし，項目によっては，対象企てについてのデータが得

られない場合や入力エラーと考えられる暁らかな異常憶

があり，これらは算出にあたって除外した.

比較方法

(1) 泌乳量からみた繁殖成績

牛群では経産牛乳量により， 8，000 kg以上を高泌乳牛

群，それ未満を一般牛群とし，それぞれの繁殖成績を比

較した.招体では 305日補正乳量により， 10，000 kg以

上を高泌乳牛，それ未満を一般牛とし，それぞれの繁殖

成績を比較した.

(2) 繁殖成績からみた泌乳成績

家畜改良事業自が推奨している繁殖管理の目標備に従

い，牛群では平均初田授精日数80B，平均~胎日数 100

日，平均分娩間隔380日を基準に 2群に分け，泌乳成績

を比較した.同様に翻体でも空胎日数 100日，分娩関隔

380日を器準に 2群に分け，泌乳成績を比較した.

3 

結果

1 対象牛群および個体の泌乳能力

対象牛群240戸の経産牛乳量は，最高 10，905kg，最

低3，087kg，平均 7，417kg，標準嬬差1，126kgであった.

対象個体5，338頭の 305日補正乳量は，最高 13，988kg， 
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乳牛の繁殖成績は，泌乳量と栄養摂取量のバランスの

影響を受け，とくに，泌乳最盛期における負の栄養状態

が繁殖成績の悪化を招くことが知られている 2.3. 16) 

しかし，高泌乳が必ずしも繁殖に悪影響を及ぼすもので

はなく，むしろ高泌乳牛群(農家〉の繁殖成績の方が員

いとする報告し 8. 9. 1 1・13) もある.

酪農家が泌乳成績や繁殖成績を正確に把撞するために

は，牛群検定への参加が不可欠であることは言うまでも

ない.当所では，乳用牛群検定普及定着化事業の一環と

して，平成4年度から牛群検定情報分析センターを設置

し，家畜改良事業聞から送られてくる県下の牛群検定成

績を集中管理し，情報の有効利用を図っている.また，

八巻ら 14) によって IBMフォーマット形式から MふDOS

フォーマット形式への変換が可能となり，…般のパーソ

ナルコピュータを用い，市販の表計算ソフトでの情報分

析が可能となった.

Martiら6) は， ウイスコンシンナトiにおいて 5年間

で5，694牛群， 348，243頭の牛群検定 (DHI)データを

用いて，泌乳成績と空路日数の関係を解析している.

しかし，国内においては数十件稜度の牛群検定成績をも

とに泌乳成績と繁殖成績の関係を検討した報告はあ

る1.5. 7.ト 13) が，数百戸，数千頭規模のデータをもと

にした報告は毘あたらない.本研究では乳牛における繁

殖に対する盤乳の影響を解明する目的で，県下の牛群検

定データをもとに，牛群と個体の荷面から泌乳成績と繁

殖成績の関係について比較検討した.

36 

2000 3000 4000 5000 6000 7000 8000 9000 10000 11000 12000 13000 
補正事L琢 (kg)

個体の秘乳能力分布国 2

調査対象

1993年の県内牛群検定農家 311戸のうち，経産牛頭

数が 10頭以上の 240戸を対象牛群とした. また， 1993 

年 l月から同年 12月の関に 305B検定成績が出た 5，548

頭のうち， 305日補正乳量のデータが存在する 5，338頭

を対象錨体とした.

2 調査項鴎

(1) 泌乳成績

牛群の泌乳成績として，経産牛1頭当たりの年間乳量

(以下経産牛乳麓と呼ぶ)，平均乳脂率，平均乳蛋白質率

の3項目を採用した.個体の泌乳成績として， 305日補

正乳量，乳脂率，乳脂最，乳環白質率，乳蛋自質量の 5

項目を採用した.

(2) 繁殖成績

牛群の繁殖成績として，分娩後初回授精平均日数(以

下平均初回授精日数と呼ぶ)，受給までに要した平均授

材料及び方法
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図3 牛群の空始日数分布
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図4 牛群の分娩間隔分布

最低 2，921kg，平均 8，322kg，標準偏差 1，595

kgであった.

それぞれの泌乳能力分布を図1， 2に示した.

2 対象牛群および{団体の繁殖成穣

対象牛群の平均空給ぽ欽は最長 288札最短

548，平均 144日，標準偏差39日であった.

しかし，戸数の分布は友に偏り， 130~150 臼

の閣で最も多かった(菌 3).同じく，平均分

娩間需は最長590日，最短360日，平均420臼，

標準偏差35日であった. この場合も

戸数の分布は，左に偏り， 400~420 

肢の間で最も多かった(関 4). 
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図6 個体の分娩間隔分布

表 1 高泌乳牛群と一般牛群の繁殖成績(農家別比較)

高泌乳牛群 一般牛群

経産牛乳量 (kg)

平均初回授精回数

平均授精回数

平均空胎8数

平均分娩間隔(臼〉

8，615土465Cn=79) ** 6，829ごと855Cn=161) 

92土18 Cn=76) ** 
1.9二七0.5Cn=76) 

134土29 Cn=76) ** 
411土28 Cnロ 79)* * 

100土25 Cn=151) 

2.0土0.5Cn口 153)

150:t42 Cn=153) 

425土38 Cn=161) 

注〉平均ごと標準備羨 ** : P<O.01 

表 2 高泌乳牛と一般牛の繁殖成績(個体別比較)

高泌乳牛 一般牛

対象個体5，338頭の空胎日数は最長 3058補正乳量 (kg) 10，902:t795 Cn出 775) 牢* 7，884:t1，243 Cn=4，563) 

3608，最姫 17臼，平均 140日，標 授精回数 2.3:t1.4 Cn=716) ** 2.0:t 1.2 Cn=3，841) 

準偏差688であった. しかし，頭数 空 胎 B数 159:t71 Cn=716) 牢* 137:t67 Cn=3，841) 

の分布はtiに帰り， 80~100 日の鵠で 分娩間痛(日) 422:t72 Cn=519) ** 410土71 Cn口 2，858)

最も多かった(図 5).同じく，分娩 注)平均土標準備差 ** : P<O.01 

間隔は最長6398，最短 2978，平均

412日，標準偏差71日であった. この場合も頭数の分

布は在に煽り， 360~380 日の間で最も多かった(盟 6 ). 

3 泌乳量からみた繁殖成績

(1) 牛群間の比較

高泌乳牛群79件の経産牛乳量は平均で 8，615kg，関

じく，一般牛群 161件では， 6，829 kgであった.両群の

繁殖成績を比較した結果，平均初回授精日数で 88，平

均空胎臼数で 168，平均分娩間隔で 14日とそれぞれ高

泌乳牛群が有意に短かったが，平均授精回数では有意な

差は認められなかった(表1).

(2) 儲体閣の比較

高泌乳牛775頭の 3058補正乳量は平均で 10，902kg， 
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詞じく，一般牛4，563頭では， 7，884kgであった.

両者の繁殖成績を比較した結果，授精関数は，一

般牛で有意に少なく，空路白数で 22B，分娩関

痛で 12日とそれぞれ一般牛が有意に短かった

(表 2). 

4 繁殖成績からみた泌乳成績

(1) 牛群関の比較

平均初回授精日数が80日以内の牛群(以下 1a 

群と呼ぷ)は 53件， 81 B以上の牛群(以下IIa群

と呼ぶ)は 176件あった.両群の泌乳成績を比較

した結果，平均乳指率はIIa群が有意に高かった.

経産牛乳量は la群が，平均乳蛋白質率は IIa群

がそれぞれ高い傾向を示したが，有意差は認めら

れなかった(表3). 

平均空胎日数が 100日以内の牛群(以下 lb群

と呼ぶ)は 17件， 101日以上の牛群(以下IIb群

と呼ぶ)は 212件あった.両群の泌乳成績を比較

した結果，経産牛乳量と平均乳脂率は lb群が，

平均乳蜜白質率はIIb群がそれぞれ高い額向を示

したが，有意悲は認められなかった〈表4). 

表3 牛群の平均初田授精臼数と泌乳成績

表6 個体の空胎日数と泌乳成績

空胎B数 100日以内(Id群)ジ守 101日以上 (IId群)

n=l，627 n=2，930 

305B補正乳量 (kg) 8，140土1，537 8，530土1，610

乳脂率(%) 3.77ごと0.48 3.78土0.48

乳脂 (kg) 287土58 ** 296土61

乳蛋自質率(%) 3.14土0.19 3.13土0.20

乳議自質量 (kg) 240土46 ** 246土48

注)平均土標準偏差 ** : P<O.01 

表7 個体の分娩間隔と泌乳成績

分娩間寝 380日以内(Ie群) 381日以上 (IIe群〉

n=1，417 ロロ2，074

305B補正乳量 (kg) 8，172:t1，603 ** 8，475土1，607

乳脂率(%) 3.76土0.48 3.78土0.49

乳脂 (kg) 297土59 *本 a 310土61

乳蛋白質率(%) 3.14こと0.20 事* 3.10土0.20

乳蛋白質量 (kg) 249ごと47 ** 255念47

注)平均土標準偏差 ** : P<O.01 

平均初回授精日数 即日以内(Ia群 81日以上 (IIa群)

平均分娩間隔が 380臼以内の牛群(以下 1c群と呼ぶ)

は21件， 381目以上の牛群(以下 IIc群と呼ぶ)は 219

件あった.時群の泌乳成績を比較した結果，経産牛乳量

はlc群が，平均手L脂2容と平均乳蛋白質率は IIc群がそ

れぞれ高い傾向を示したが，有意差は認められなかった

(表 5). 

n=53 n=176 

経産牛乳量 (kg) 7，564ニt1，145 7，393こと1，123

平均乳脂率(%) 3.76土0.31 * 3.86こと0.32

平均乳輩出質率(%) 3.16:t0.08 3.19土0.13

注)平均二t標準偏差 * : P<O.05 

表4 牛群の空胎日数と泌乳成績

平均空胎日数 100B以内(Ib群) 101B以上 (IIb群J
n=17 

経産牛乳量 (kg) 7，642二t1，092

平均乳脂率(%) 3.92土0.28

平均乳蛋自費率(%) 3.16土0.08

設)平均二t標準偏愛

n=212 

7，412土1，132

3.83:t0.32 

3.19土0.12

表5 牛群の分娩間隠と泌乳成績

平均分娩閤隔 380日以内(Ic群) 381日以上 (IIc群)

n=21 

経産牛乳量 (kg) 7，607土980

平均乳脂率(%) 3.74土0.24

平均乳蛋白質率(%) 3.17土0.06

設〉平均土擦襟偏差

n=219 

7，399こは，139

3.85土0.32

3.18ごと0.21

(2) 個体関の比較

空胎日数が 100日以内の調体(以下 1d群と呼ぶ)は

1，627頭， 101日以上の個体(以下IId群と呼ぶ)は2，930

頭あった.両群の泌乳成績を比較した結果， 305日補正

乳量，乳脂最，乳蛋白質量はIId群が有意に高かった.

乳脂率と乳蛋白鷺率では，有意差は認められなかった

(表6). 

分娩間隅が 380日以内の錨体(以下 1e群と呼ぶ)は

1，417頭， 381日以上の個体(以下IIe群と呼ぶ)は 2;074

頭あった.両群の泌乳成績を比較した結果， 305日補正

乳量，乳11話量，乳蛮自質量は IIe群が，乳蛋白質塁手は

1 e群がぞれぞれ有意に高かったが，乳脂率では，

差は認められなかった(表7).

考 察

1993年における牛群検定の繁殖成績は，家畜改良事

業団の報告によると北海道では平均空胎日数 128B.平

均分娩聞編399Bであった.間じく都府県平均では，平

均空路日数 141日，平均分娩間賠419Bであった. これ
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に対し本報の対象牛群の繁殖成績は，北海道に比べ平均

空始日数で 16札平均分娩間隔で 21日長かったが，都

道府県平均とはほとんど差がなかった.

牛群の泌乳量(経産牛乳量)により，高泌乳牛群と一

般牛群に分けて，繁殖成績を比較したところ，平均授精

回数を除いて，いずれも高泌乳牛群の方が良野な成績で

あった.このように?必乳量の異なる牛群鵠で繁殖成績を

比較した報告1.B. 9. 1 1・13) では， いずれも高泌乳牛群

の繁殖成績が優れていた.このことは，高泌乳牛群の良

好な銅盤管盟や繁鑓管理が高泌乳と繁殖を高立させてい

ると解釈されている 1.6. B. 9. 11. 13) 

一方，個体の泌乳量 (305補正乳量)により，高泌乳

牛と一般牛の 2群に分け，繁殖成績を比較したところ，

いずれの項自においても高泌乳牛の繁殖成績が劣ってい

た. Martiら6) は，同一牛群内では高泌乳牛の空胎日

数が長くなると報告している.また，吉目木ら 16) は脂

抗補正乳量と初田排卵までの日数との間に正の相関を認

めている.個体において高乳量が繁殖成績に対し，悪影

響を及ぼすメカニズムについて Butlerら2) は，高泌乳

牛では泌乳初期から最盛期にかけての泌乳量の急激な増

加に乾物摂取量が追いつかない.そのため，負のエネル

ギーノイランスとなり，性ホルモンの分泌不足から卵胞発

育不全を引き超こし，初回排卵が遅れ，授精開始までの

性周期数の減少から最終的に受給率の低下を招くと説明

している.また，管10) は乳量の多い{国体で卵胞嚢鰻が

高率に発生するため分娩潤隔が延長し，その結果，乳量

を分腕間隔 1B当たりに換算すると一般の牛と差がなく

なるとしている.

牛群の繁殖成績(平均初屈授精日数，平均空胎日数，

平均分挽間臨〉により，それぞれの目標値を達成した牛

群とそうでない牛群に分け，泌乳成績を上国交したところ，

平均初回授精日数の短い群の平均乳脂務が低かった他は，

繁殖成績の違いによって泌乳成績に有意な差は認められ

なかった農業ら!lの報告でも繁殖成績員好群と不良

群の乳成分に差は認められないとしている.従って，牛

群の繁殖成績に対しては，産乳の影響は少ないと考えら

れる.

個体の繁鴎成績(空胎日数，分娩間隅)により，それ

ぞれの白標備を達成した個体群とそうでない個体群に分

け，泌乳成績を比較したところ，自標値を達成した個体

群では，乳量と乳成分量が有意に低くかった.一方，乳

謹白質率は分娩間鵠が380日以内の個体群で有意に高か

った.乳量に関して，空胎5数 110日以内の牛とそれ以

外の牛の 305補正乳量に差がなかったとする玉井ら 12) 

の報告とは矛盾した.一方，乳蛋白質率に関しては，繁

殖成績良好群で高く 5.7・12・15) 泌乳初期の乳量増加に

伴って蛋白質量も増加した 5.1 2) とする既報告と一致し

た.繁殖成績が悪い個体で乳蛋白質率が低い理由とし

て，エネルギー不足と蛮自代謝の乱れが指摘されてい

る5.7. 1 2・15) そこで，加藤4・5) や松崎らりは，乳牛の

栄養状態を乳蛋自質率の推移でモニターできる可能性を

示唆している.

以上のことから，牛群では産乳よりも管理の影響が大

きく繁殖成績に反映され，個体では産乳そのものの影響

が直接的に繁殖成績に反映されているものと考えられる.

従って，一般に高秘乳は繁殖に必ずしも悪影響は及ぼさ

ないという場合は牛群を対象としており，管理次第で高

泌乳と良喜子な繁殖成績の両立は可能であると考えられる.

しかし，個々の牛においては，高泌乳牛の繁殖が難しい

という事実は歴然としている.それ故に，高泌乳牛に対

しては，乾乳後期から泌乳最盛期にかけて負のエネルギ

ー状態を極力軽度にかっ短期間に済ませる高度な銅盤管

理が望まれる.
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